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Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1 防災 一般 木曽岬町 直接 480

合計 480

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

全体事業費
（百万円）事業者

一体的に実施することにより期待される効果

事業者

全体事業費
（百万円）

木曽岬町

市町村名

市町村名

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ Ｃ

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0.0%全体事業費 0百万円480百万円

事業者

木曽岬町

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

①津波被害想定区域内人口に対する避難施設受入れ可能人数の割合を68.2％から100％にする。

480百万円
効果促進事業費の割合

交付対象事業

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業内容 事業実施期間（年度）

外付け階段等整備　N=4箇所
源緑水防センター整備

津波避難タワー整備　N=2箇所

都市防災総合推進事業
（木曽岬地区）

0百万円

要素となる事業名

（事業箇所）

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

要素となる事業名

要素となる事業名

社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値

計画の目標
計画の期間

平成26年10月24日

計画の名称

交付対象 木曽岬町　　平成27年度　～　平成29年度　（3年間）

木曽岬町における南海トラフ巨大地震に備えた防災まちづくりの推進（防災・安全）

備考
最終目標値中間目標値

一体的に実施することにより期待される効果

　本町は、大規模地震防災対策特別措置法に基づく地震防災対策強化地域（平成14年4月指定）、及び南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法に基づく南海トラフ地震防災対策推進地域（平成26年3
月）に指定されている。このことから以下の項目について、計画の目標を定める。
①津波被害想定区域内の避難者を受け入れる避難施設の整備を推進する。

（H29末）（H28末）（H27当初）

①津波被害想定区域内人口に対する避難施設受入れ可能人数の割合を算定 68.2% 100.0%


